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巻 頭 言

コロナ禍で思うこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金城大学　医療健康学部　作業療法学科 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　総合リハビリテーション学研究科

河　野　光　伸

　令和２年度は、世界的にこれまで経験をしたことがない年度になった。ご存じ、

COVID-19感染拡大である。養成校および臨床施設に勤務する作業療法士（OT）のみな

さんも、それぞれの立場でCOVID-19感染防止に努めながら日々の業務を行っていること

であろう。もちろん、このことはOTのみに言えることではないが…。このような大変な

状況の中、多くの症例報告を投稿していただいたみなさんには、この場をお借りして感謝

を申し上げたい。本当にありがとう。

　さて、この未曾有の状況に対して養成校に勤務する立場から感じたことは、対面授業が

できなくなったことで学生の顔（反応）を見ながら授業を進めることの重要性である。

On-lineによる授業でも個々の学生の顔を見ることは可能だが、教員の問いかけや投げか

けた課題へのクラスとしての雰囲気は捉えにくく、学生が手元で何をしているか見えない

ことで学生の集中力などが把握しにくくなった。他にも、対面授業においてはマスクと

フェイスガードを着用しているため学生の表情が読み取りにくくなったことも感じてお

り、改めて「non-verbalコミュニケーション」の重要性に気付かされた。

　もうひとつ大きなデメリットを挙げると、臨床実習を学外で実施できなくなったことで

ある。学外での臨床実習の中止は、臨床家を養成する我々にとって本当に勇気のいる決断

であった。そして、学生には申し訳ない気持ちでいっぱいである。「コロナ世代」と揶揄

されないことを祈るばかりである。

　ネガティブな点を書き連ねておいて申し訳ないが、それでも時は止まらない。

COVID-19の収束が見えない中でみなさんも不安を抱えていることと思うが、我々臨床科

学の世界の者は、日々、自己研鑽をするしかない。そして、「先輩に受けた恩は後輩に返

す」という医療従事者の合い言葉を忘れず、自己研鑽とともに後輩指導にも頑張っていた

だきたい。ただし、自分が受けてきた指導方法とは異なる方法で後輩指導を行う努力を忘

れないでいただきたいと思う。
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編集後記

　今年度はコロナ禍のため様々な事業が中止になる中，当県士会ではいち早くWeb研修に取

り組み，予定の研修会の大半はWebながら実施できたのではないかと思います．コロナ対応

で疲労，また感染予防，行動制限が続きストレスが強くなっている中，研修会などにご参加い

ただいた会員の皆様には尊敬の念に堪えません．

　さて今年も無事に本刊の発行に至りました．県学会が延期になる中で発刊も危ぶまれました

が，無事発刊に至り安心しております．ご投稿いただいた皆様，査読や編集にご協力いただい

た皆様には心より感謝申し上げます．来年度は県学会もハイブリッド開催を予定しており，学

術研鑽は自粛せず継続していきます．多数のご参加をお待ちしております！
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